
 

 

 

 

 

人との関わりの大切さ 
                                                   校長 神田橋 芳幸 

 
梅雨の気配を感じる季節となりました。校庭の草木も日に日に色濃くなり、

子どもたちの元気な声が、いっそうみずみずしく響いています。 
６月は、学習や生活が安定してくる時期であると同時に、人と人との関わり

の大切さを改めて見つめ直したい時期でもあります。 
本校では、「ことば」を大切にしています。教職員が発する言葉はもちろんの

こと、子ども同士の会話や、子どもたちが教職員・地域の方々と日々の中で自
然に交わすあいさつや何気ない会話を大切にしたいと考えています。 
一見何気ない言葉や小さな出来事のように思えるかもしれませんが、こうし

たやり取りの積み重ねが、人との関わりに対する安心感や信頼感を育み、子ど
もたちの心を豊かにしていくものと考えています。 
地域で見守ってくださる方へのあいさつや、学校で出会う先生や友達との

ひと言の声かけは、「自分は大切にされている」という実感につながります。そ
して、同時に、自分も周りの人を大切にしたいという気持ちを生み出します。 
こうした相互の関係こそが、子どもたちの社会性や思いやりの心の基盤にな

るのだと感じています。 
以下は、ある日、私が目にした光景です。ささいな出来事ではありますが、こ
のような積み重ねが、すてきな子どもたち、そしてすてきな上宇部地域をつくっ
ていくのだと感じました。 

忙しい日々の中では、つい効率や結果を優先しがちですが、あえて立ち止ま
り、人と人との温かなやり取りに目を向けることが、子どもたちの健やかな成長
につながります。学校・家庭・地域が連携しながら、こうしたコミュニケーション
を育んでいければと思います。 
今月も、子どもたちが安心して、そして笑顔で過ごせる環境づくりに努めてま

いります。 
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登校中にごみを拾ってきた子どもが、地
域の方に「ごみを拾ってきたよ。」と声を
かけると、地域の方が「ありがとう。通学
路がきれいになったね。」と、あたたかい
言葉を返してくださいました。 

ケガをした友だちに、二人の友だちが
付き添って保健室へ行った帰りのことで
す。 
「大丈夫？」と気遣いながら、楽しい

会話を交わしつつ、三人で教室へ戻って
いく姿が見られました。 

登校中に見つけた四葉のク
ローバーを先生に紹介し、 
「すごいのを見つけたね。」
と声をかけてもらった場面で
す。 



1 水 フッ化物洗口、Go!チャレ

2 木 ３～６情報モラル教室

6 月

7 火

７月の行事予定

体育発表会に向けて始動

子どもたちの学習

や生活の様子、学校

の取組等をＨＰでお

知らせしています。

右のＱＲコードから

閲覧いただけます。

HPを随時更新中！
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